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ふ る さ と 探 訪 



１ 

龍
満
池 

龍
満
池
（
大
野
池
）
は
、
寛
永
４
年
（
１
６
２
７
）
西
嶋
八
兵
衛
に
よ
り
築
か
れ
た
。
龍
満
池
は
、

こ
の
あ
た
り
に
湧
い
て
い
た
出
水
を
取
り
込
み
、
香
川
町
川
東
上
の
岩
崎
に
あ
る
世
中
井
堰
か
ら
、

香
東
川
の
水
を
導
入
し
て
造
ら
れ
た
。
池
の
周
囲
は
２
．
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
明
治
初

年
に
川
東
八
幡
神
社
の
お
旅
所
が
池
の
中
に
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に
は
仏

生
山
と
塩
江
を
結
ぶ
塩
江
温
泉
鉄
道
が
開
通
し
、
龍
満
池
の
堰
堤
に
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
軌
道
が
敷
設

さ
れ
た
。
同
８
年
に
は
池
の
中
堤
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、
沿
線
名
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
同
４
２

年
に
は
竜
桜
公
園
と
な
り
、
桜
が
堤
に
植
え
ら
れ
、
翌
年
に
は
讃
岐
百
景
に
も
指
定
さ
れ
た
。
同
４

９
年
に
は
池
の
南
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
川
東
小
学
校
、
香
川
町
役
場
庁
舎
（
現
・
高
松
市
役
所
香
川

支
所
、
香
川
図
書
館
）
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
同
５
４
年
に
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
現
・
川

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
）
も
整
備
さ
れ
た
。
南
岸
を
中
心
に
遊
歩
道
や
休
憩
所
な
ど
が
整
備
さ

れ
、
訪
れ
る
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

大
野
録
（
寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）
）
に
は
「
こ
の
池
を
立
満
池
と
い
う
の
は
立
満
と
呼
ぶ
土
地
の

南
に
あ
り
、
別
の
名
を
北
田
井
池
と
い
う
の
は
こ
の
辺
り
を
北
田
井
と
呼
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る 

 



龍満池  

【
西
嶋
八
兵
衛
（
１
５
９
６
～
１
６
８
０
）
】 西

嶋
八
兵
衛
は
伊
勢
（
三
重
県
）
津
藩
の
藤
堂
高

虎
に
仕
え
て
い
た
が
、
元
和
７
年
（
１
６
２
１
）
、
讃

岐
国
の
領
主
生
駒
高
俊
の
客
臣
と
し
て
讃
岐
に
来
る
。

讃
岐
で
は
、
当
時
大
干
ば
つ
や
風
水
害
な
ど
に
よ
り
、

領
内
の
農
政
を
立
て
直
す
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。

ま
ず
領
内
を
検
分
し
、
恒
久
的
な
治
水
利
水
事
業
の

実
施
を
進
言
し
、
直
ち
に
事
業
に
着
手
し
た
。
龍
満

池
、
小
田
池
、
福
江
大
池
を
は
じ
め
と
す
る
「
た
め

池
修
築
事
業
」
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
４
０
０
年

以
上
も
壊
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
満
濃
池
の
復
興
、

三
谷
池
の
堤
防
嵩
上
げ
な
ど
９
０
余
り
の
池
の
築
造
、

改
修
、
河
川
の
改
修
な
ど
に
関
わ
り
、
八
兵
衛
の
土
木
技
術
的
才
能
が
発
揮
さ
れ
た
。
そ
し
て
香
東

川
の
改
修
工
事
や
高
松
東
部
の
福
岡
、
木
太
、
春
日
の
新
田
開
発
な
ど
に
尽
力
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。

特
に
、
香
東
川
を
流
域
と
す
る
龍
満
池
（
大
野
池
と
い
わ
れ
て
い
た
）
、
小
田
池
は
八
兵
衛
が
３
２
歳

で
取
り
組
ん
だ
讃
岐
に
お
い
て
初
め
て
の
築
造
で
あ
る
。 



２ 

池
田
蕃
君
紀
功
碑 

池
田 

蕃
（
い
け
だ 

し
げ
み
）
（
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
～
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
）
は
、

儒
学
・
医
学
を
修
め
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
、
川
東
上
村
で
医
院
を
開
く
。
高
松
公
立
病
院
で
解
剖
、

病
理
、
薬
物
学
を
研
究
し
た
。
そ
の
後
、
県
会
議
員
に
当
選
し
、
５
期
を
努
め
た
。
さ
ら
に
村
長
も

兼
務
、
村
政
に
も
尽
力
し
た
。
殖
産
、
企
業
経
営
に
も
力
を
入
れ
、
稲
作
に
お
い
て
は
施
肥
や
深
耕

法
な
ど
の
改
善
、
た
め
池
に
鯉
、
鮒
、
う
な
ぎ
な
ど
を
養
魚
す
る
淡
水
養
魚
も
振
興
し
た
。
特
に
、

所
有
の
山
林
を
開
墾
し
て
桃
、
り
ん
ご
、
梨
な
ど
を
栽
培
し
地
域
に
普
及
し
た
。
県
下
で
初
め
て
岐

阜
県
か
ら
富
有
柿
を
取
り
寄
せ
、
今
日
の
柿
王
国
に
育
て
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。
自
費
で
麦
稈
真

田
伝
習
所
を
設
置
し
て
普
及
に
あ
た
る
な
ど
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
い
功
績
を
残
し
た
。 

      

 

池田蕃君紀功碑  



３ 

カ
ラ
ト
（
伽
羅
土
）
ト
ン
ネ
ル
と
塩
江
温
泉
鉄
道 

～
ガ
ソ
リ
ン
道
の
標
示
板
～ 

塩
江
温
泉
鉄
道
は
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に
高
松

琴
平
電
気
鉄
道
の
仏
生
山
駅
を
起
点
と
し
て
営
業
さ
れ
た
。

仏
生
山
か
ら
塩
江
ま
で
の
１
６
．
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
運

転
所
要
時
間
４
０
分
、
車
賃
は
４
０
銭
で
あ
っ
た
。
仏
生

山
か
ら
舟
岡
・
浅
野
・
伽
羅
土
・
川
東
・
岩
崎
・
鮎
滝
・

関
・
安
原
・
中
村
・
岩
部
の
各
駅
を
経
て
塩
江
を
終
点
と

し
た
。
車
輌
は
川
崎
車
輌
で
製
作
し
た
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で

４
０
人
乗
り
、
３
８
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
は
米
国
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
ス
・
ア
ン
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
社
製
を
搭
載
し
、
ガ
ソ
リ

ン
カ
ー
と
し
て
は
前
進
・
後
進
の
で
き
る
車
輌
で
あ
っ
た
。

座
席
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
と
つ
り
革
が
あ
り
、
そ
の
小
さ
な

車
体
は
「
マ
ッ
チ
箱
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

定
期
便
は
一
両
で
運
行
さ
れ
て
い
た
が
、
団
体
客
や
塩

江
の
花
火
大
会
、
菊
人
形
展
、
少
女
歌
劇
団
の
演
劇
な
ど

カラト（伽羅土）トンネル（北側）  



乗
客
の
多
い
時
に
は
、
臨
時
便
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
春
は
千
本
桜
、
夏
は
蛍
狩
，
鮎
釣
、
鵜
飼
、

納
涼
、
秋
は
紅
葉
狩
、
キ
ノ
コ
狩
り
、
冬
は
忘
年
会
、
新
年
会
、
大
滝
山
の
ス
キ
ー
な
ど
と
盛
ん
に

観
光
客
を
誘
致
し
て
い
た
と
い
う
。
仏
生
山
で
琴
平
電
鉄
と
接
続
さ
れ
て
高
松
中
心
部
と
の
交
通
は

大
い
に
開
け
、
中
等
学
校
に
進
学
す
る
も
の
が
急
速
に
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
１
６
年
に
戦

争
の
激
化
に
よ
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
統
制
が
実
施
さ
れ
て
燃
料
供
給
は
難
し
く
な
り
、
そ
の
う
え
レ
ー
ル

な
ど
の
資
材
は
徴
発
さ
れ
全
線
廃
止
と
な
っ
た
。 

現
在
は
ト
ン
ネ
ル
が
伽
羅
土
、
中
村
、
小
矢
谷
（
御
殿
場
）
、
岩
部
に
、
橋
梁
が
関
、
中
村
、
岩
部

な
ど
に
残
っ
て
い
る
。
塩
江
温
泉
鉄
道
跡
の
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
は
、
香
川
県
近
代
史
を
語
り
か

け
る
産
業
遺
産
で
あ
る
。 

 

４ 

自
然
歩
道
「
四
国
の
み
ち
」 

龍
満
池
の
東
を
南
に
進
み
、
新
池
の
南
側
に
沿
っ
て
高
松
市
郊
外
に
広
が
る
丘
陵
地
と
そ
こ
に
点

在
す
る
た
め
池
か
ら
藤
尾
神
社
ま
で
の
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
「
水
と
森
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
」
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
西
の
枌
所
バ
ス
停
留
所
か
ら
龍
満
池
ま
で
１
２
．
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
丘
の
み

ち
コ
ー
ス
」
は
、
綾
南
町
そ
し
て
香
南
町
の
天
福
寺
、
音
谷
池
、
大
谷
池
な
ど
丘
陵
地
を
歩
く
眺
め

の
良
い
コ
ー
ス
で
、
と
も
に
美
し
い
香
川
の
風
景
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。 



川東八幡神社  

 

５ 

川
東
八
幡
神
社
（
龍
満
池
と
お
旅
所
～
油
山
～
） 

川
東
八
幡
神
社
は
龍
満
池
の
北
側
、
油
山
の
中
腹
に
鎮

座
し
て
お
り
、
石
段
を
１
０
０
余
段
登
る
と
社
殿
に
た
ど

り
着
く
。
眼
下
に
龍
満
池
が
、
南
に
高
松
空
港
や
讃
岐
山

脈
が
展
望
で
き
る
。
ま
た
、
お
旅
所
は
長
さ
３
０
０
メ
ー

ト
ル
が
池
に
伸
び
、
そ
の
両
側
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
春
は
桜
花
爛
漫
、
四
季
を
通
じ
て
鳥
居
が
水
に
映
え

て
風
情
が
あ
る
。 

当
社
は
菅
原
道
真
が
讃
岐
の
国
司
と
し
て
各
地
巡
視
の

折
、
竜
満
山
の
景
色
が
よ
く
神
さ
ま
を
祀
る
地
に
ふ
さ
わ

し
い
と
し
て
、
昌
泰
２
年
（
８
９
９
）
山
城
国
男
山
八
幡

宮
か
ら
神
霊
を
勧
請
し
、
浅
野
村
横
岡
山
に
社
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
そ
の
後
、
康
安

２
年
（
１
３
６
２
）
守
護
細
川
頼
之
が
油
山
の
景
色
が
妙
な
る
を
感
じ
、
現
在
地
に
移
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
居
城
の
岡
館
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
鎮
護
神
と
し
、
冠
纓
神
社
、
大
野
石
清
水
八
幡
神

社
を
合
わ
せ
て
三
社
正
八
幡
宮
と
称
し
た
と
い
う
。 



 

【
油
山
の
伝
説
】 

む
か
し
、
油
山
の
岩
の
間
か
ら
油
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
出
て
い
た
そ
う
な
。
近
く
の
住
民
は

毎
日
、
夕
方
に
な
る
と
手
に
小
さ
な
油
皿
を
持
っ
て
、
油
山
に
登
っ
て
汲
み
、
そ
の
油
で
夜
の
灯
火

に
し
て
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
寒
い
夜
に
毎
晩
汲
み
に
行
く
の
を
や
め
て
、
大
量
の
油
を
汲
ん

で
帰
っ
た
そ
う
な
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
岩
の
間
か
ら
の
油
が
段
々
少

な
く
な
り
、
そ
し
て
、
と
う
と
う
一
滴
も
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 

６ 
新
池
（
ひ
ょ
う
げ
ま
つ
り
と
矢
延
平
六
） 

新
池
は
、
寛
文
年
間
（
１
６
６
１
～
７
３
）
に
藩
普
請
と
し
て
築
造

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
池
に
は
、
香
川
町
鮎
滝
の
香
東
川
の
芦
脇
井

堰
か
ら
導
水
さ
れ
、
そ
し
て
浅
野
地
区
、
川
東
地
区
、
三
谷
町
、
犬
の

馬
場
地
区
及
び
仏
生
山
地
区
の
一
部
を
灌
漑
し
て
い
る
。 

 

【
新
池
築
造
の
伝
説
】 

元
来
、
浅
野
村
の
土
地
は
高
低
差
が
は
な
は
だ
し
く
荒
廃
地
が
多
か

っ
た
。
藩
で
は
開
墾
を
さ
せ
た
が
水
の
便
利
が
悪
く
灌
漑
に
困
っ
て
い

天狗姿で練り歩く人々  

（ひょうげ祭り）  



た
。
矢
延
平
六
は
、
大
河
原
某
及
び
篠
原
某
と
と
も
に
香
東
川
の
流
れ
を
引
い
て
く
る
こ
と
を
考
え
、

暗
夜
に
提
灯
を
持
っ
た
人
々
を
小
高
い
場
所
か
ら
見
通
し
、
土
地
の
高
低
を
測
定
し
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
つ
い
に
多
大
の
労
力
を
費
や
し
て
、
川
内
原
に
新
池
を
築
い
た
。
農
民
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

大
き
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
一
大
事
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
平
六
が
こ
の
池
を
築
い
た
の
は
「
高
松

城
を
水
攻
め
に
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
藩
主
に
告
げ
口
を
し
た
も
の
が
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
平
六

は
裸
馬
に
の
せ
ら
れ
て
、
阿
波
国
に
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
平
六
を
慕
う
農
民
た
ち
は
そ

の
行
方
を
も
と
め
た
が
、
捜
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
せ
め
て
そ
の
ご
恩
に
報
い
、
こ
れ
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
、
新
池
を
見
下
す
こ
と
の
で
き
る
高
塚
山
の
頂
に
小
さ
な

祠
を
建
て
て
祀
っ
た
。
こ
れ
が
新
池
神
社
で
あ
る
。
そ
の
祭
礼
は
、
農
民

に
よ
る
純
農
村
的
な
「
ひ
ょ
う
げ
ま
つ
り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
水
の
恩

恵
と
農
作
物
の
実
り
に
感
謝
し
て
毎
年
９
月
の
第
２
日
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
る
。
付
近
の
住
民
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら
も
大
勢
の
見
物
者
が

こ
の
独
特
の
「
ひ
ょ
う
げ
」
を
楽
し
ん
で
い
る
。
祭
り
は
市
無
形
民
俗
文

化
財
、
神
具
は
県
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

新池に入る神輿（ひょうげ祭り） 



【
仏
生
山
街
道
～
高
松
か
ら
阿
波
へ
至
る
～
】 

江
戸
時
代
高
松
藩
で
は
、
志
度
街
道
、
長
尾
街
道
、
仏
生
山
街
道
、
金
毘
羅
街
道
、
丸
亀
街
道
の

５
街
道
を
設
け
た
。
仏
生
山
街
道
は
、
高
松
・
仏
生
山
・
赤
坂
・
鮎
滝
・
安
原
・
塩
江
・
相
栗
峠
や

清
水
峠
な
ど
を
越
え
て
阿
波
に
通
じ
て
い
た
重
要
な
道
で
あ
り
、
お
成
道
と
も
言
わ
れ
た
。
阿
波
へ

は
讃
岐
米
・
塩
及
び
魚
介
類
が
、
阿
波
か
ら
は
薪
炭
・
木
地
及
び
藍
玉
な
ど
の
交
易
が
あ
り
、
人
々

の
往
来
も
多
く
、
金
毘
羅
宮
や
法
然
寺
の
参
詣
道
で
も
あ
っ
た
。
途
中
、
赤
坂
と
鮎
滝
の
一
本
松
な

ど
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
。
道
幅
は
狭
く
、
人
々
の
交
通
は
徒
歩
・
牛
馬
・
か
ご
な
ど
で
あ
っ

た
。 

 

７ 

油
山
の
富
有
柿
（
香
川
県
で
最
初
の
富
有
柿
の
原
木
） 

果
樹
栽
培
は
、
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
、
池
田
蕃
が
油
山
の
山
麓
を
開
墾
し
、
桃
、
り
ん
ご
、
梨

な
ど
を
栽
培
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
し
て
同
４
４
年
に
原
産
地
で
あ
る
岐
阜
県
か
ら
富
有
柿
の

苗
木
２
本
購
入
し
、
栽
培
し
た
。
こ
れ
が
香
川
県
に
お
け
る
富
有
柿
栽
培
の
発
祥
で
あ
る
。
周
辺
の

丸
山
と
池
奥
の
山
林
を
開
墾
し
て
栽
培
面
積
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
現
在
も
富
有
柿
の
原
木
（
池
田

蕃
が
岐
阜
県
か
ら
購
入
し
た
も
の
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

富
有
柿
が
栽
培
さ
れ
る
ま
で
は
、
碁
盤
柿
、
横
野
、
ハ
ッ
キ
リ
、
西
条
柿
な
ど
の
在
来
種
が
農
家



の
屋
敷
や
畦
畔
な
ど
に
散
在
的
に
植
え
ら
れ
て
い
た
。
富
有
柿
は
明
治
３
５
年
に
、
岐
阜
県
で
発
見

さ
れ
、
今
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
最
優
良
品
種
と
し
て
当
時
の
農
林
省
園
芸
試
験
所
長
恩
田
博
士

に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
香
川
町
や
香
南
町
、
綾
川
町
な
ど
の
地
域
で
は
、
地

域
と
気
候
の
適
性
も
あ
り
、
甘
味
が
強
く
、
色
沢
の
良
い
外
観
の
美
し
い
富
有
柿
が
生
産
さ
れ
て
い

る
。
特
に
東
京
市
場
で
も
「
讃
岐
香
川
の
富
有
柿
」
と
し
て
日
本
一
の
折
り
紙
つ
き
の
高
値
で
取
引

さ
れ
て
い
る
。 

          



参
考
文
献 

『
香
川
町
誌
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
５
年
３
月 

香
川
町 

『
香
東
川
と
く
ら
し
～
阿
讃
の
山
な
み
か
ら
瀬
戸
の
海
ま
で
～
』 

平
成
２
２
年
３
月
３
１
日 

香
川
町
文
化
財
保
存
会 

『
ふ
る
さ
と
の
民
話
と
碑
文
（
香
川
町
の
民
俗
）
』 

 
 

 

平
成
３
年
３
月
３
１
日 

香
川
町
文
化
財
保
存
会 

『
大
野
風
土
記
』 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
２
２
年
３
月
１
０
日 

大
野
風
土
保
存
会
議 

『
６
０
年
の
あ
ゆ
み
』 

 
 

 
 

 

昭
和
４
５
年
１
１
月
１
日 

高
松
琴
平
電
気
鉄
道 

『
琴
電
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
～
讃
岐
路
を
走
っ
て
一
世
紀
多
彩
な
歴
史
と
車
両
を
綴
る
～
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
２
４
年
３
月 

森 

貴
知 

『
文
化
た
か
ま
つ
（
第
４
４
号
爽
秋
号
）
』 

 
平
成
１
８
年
９
月
１
日 

高
松
市
文
化
協
会 

『
ひ
ょ
う
げ
ま
つ
り
』 

 
 

 
 

 

平
成
１
７
年
１
２
月
１
日 

香
川
町
文
化
財
保
存
会 

ひ
ょ
う
げ
祭
り
保
存
会 

『
香
川
県
の
近
代
化
遺
産
』 

 
 

 

平
成
１
７
年
３
月 
香
川
県
教
育
委
員
会 

 



 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３月２０日（日）香川支所からの復路 

◆ことでんバス塩江線（上り）       

（川東）    （瓦町）      （高松築港）  （高松駅） 

 11:59 →   12:28  →   12:37   →   12:41  

12:49 →  13:18  →   13:27  →  13:31 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  讃岐遍路道 屋島寺道を歩く（予定） 

 と  き  平成２８年４月１７日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  屋島コミュニティセンター 

（行事用の駐車場はありません） 

講   師  渡邊 誠さん（高松市文化財専門員） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」４月１日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでん琴平線下り →乗り換え→ ◆ことでん志度線下り 

（高松築港） （瓦町）         （瓦町）  （潟元） 

8:45  →    8:50 ＜＜ホーム移動＞＞ 9:06   →   9:18 

>>>潟元駅から北東へ徒歩７分 → 屋島コミュニティセンター 



 

          

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 


